平成２３年度第３回　宗像市文化財保護審議会議事録（要旨）
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期日：平成24年3月23日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間：10時から14時
　　会場：宗像市役所本館1階101会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出席者：
会　長　西谷 正

副会長　桑田 和明

委　員　森 弘子
委　員　河窪 奈津子

委　員　宮元 香織
委　員　山野 善郎
会議次第
◇１．あいさつ
（１）会長あいさつ

◇２．確認事項
（１）前回議事録の確認（資料１）
　・特に修正等なし
◇３．報告
（１）郷土文化学習交流館について（資料２）

　・4月28日にオープン、5月6日までの連休中多彩なイベントを行なう。

　（２）「八所神社の社叢」の毀損について（資料３）
　　・毀損したクスは大きな洞（うろ）になっている。隣接する2本についても折れないよう手当を考える。
　（３）「田野瀬戸古墳」の公有地化について（資料４）
　　・土地について寄附を受けた。法面の崩落をとめるための保護措置を新年度に行なう。
　　・子どもの事故等がないよう配慮をすること。

　（４）「浄光寺藤の木」保存会の発足について（資料５）

　　・住民の自主的な動きは評価できる。市の後方支援をお願いする。

　（５）王丸八幡神社の棟札調査について（資料６）
　　・棟札は天平9年を最古に系統的に残っており重要。早急な保護措置が必要。

　　・年々墨書が薄れているようなので、赤外線で確認をしておくとよい。
　　・天平の棟札について、市史に大鉋とあり、これが台鉋のことなら日本でもかなり初期の例となる。詳細な表面観察が必要。

　　・地元の合意が必要だが、市指定の方向が望ましい。

　（６）大島御嶽山遺跡の国指定について（資料７）

　　・沖ノ島祭祀遺跡と同質の遺跡で国史跡宗像神社境内の追加指定として具申する。

　（７）八所神社本殿・拝殿及び平山天満宮本殿の指定について

　　・指定へ向けて基礎調査を進めている。

　　・八所神社は県指定を目指しているが、時代的に難しい。
　（８）相原古墳の調査について（資料８）

　　・巨大な石室で釣川右岸の首長墓系列である。

　　・継続して発掘調査を行なう可能性がある。

　（９）田熊石畑遺跡・桜京古墳整備事業について（報告書）

　　・桜京古墳整備基本計画を策定した。

　　・森林の植生に貴重なものはないが竹の侵食を管理する必要がある。

　　・恒常的なサポート体制が必要。
◇４．議事

　（１）宗像市文化財指定基準（案）について（資料９）

　　・前回提案を平成8年文化庁告示を基に修正し再提出した。

　　・あまり細かく縛らないほうが良いのでは。何度となく練り直したほうが良い。

　　・独自の基準で良く、分類よりも使い勝手の良いものを考えたほうが良い。
◇５．その他

　　昼食後海の道むなかた館へ移動し視察を行なう。
郷土文化学習交流室


部長　福崎 常喜


室長　清水 比呂之


係長　安部 裕久


主査　白木 英敏


主査　判田 博明
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